
平成30年度大学教育再生戦略推進費
多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

未来がん医療プロフェッショナル養成プラン

日時：2018年12月7日(金)18時20分-20時10分
(受付開始 17:50～）

場所：日本青年館 8階 ルーム・ブルー
東京都新宿区霞ヶ丘町４－１ （裏面地図参照下さい）

主催：平成30年度『多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン
「未来がん医療プロフェッショナル養成プラン」』ライフステージ部会（慶應義塾大学担当）

共催：慶應義塾大学 大学院 医学研究科（がんプロ・ライフステージ別リハビリテーション習得コース）
慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科看護学専攻（がんプロ）

連絡先：慶應義塾大学 〒160-8582 新宿区信濃町35 電話:0466-49-6200 メール：ganpro-jimushitsu@adst.keio.ac.jp

プログラム

18:20 開会の挨拶
18:25－19:30 シンポジウム

ライフステージからみたがんサバイバーのQOL
司会：辻 哲也 （慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室・准教授）

小松浩子 （慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科・教授）

1.  医師の立場から

大森まいこ (国立病院機構埼玉病院リハビリテーション科)

2. 看護師の立場から

森 文子 （国立がん研究センター中央病院）

3. リハビリ専門職の立場から

田尻寿子 （静岡県立静岡がんセンターリハビリテーション科）

4. 社会福祉士の立場から：

坂本 はと恵 （国立がん研究センター東病院）

19:35－20:05  ディスカッション、質疑応答

20:10 閉会

ライフステージからみた
がんサバイバーのQOL

がん患者のライフステージに応じた支援ができる人材の育成が求められています。
本シンポジウムでは、多職種の講師にお集まりいただき、各々の専門的な立場から
ライフステージ（AYA、働き盛り、高齢者（小児は除く))の視点からみたがんサバイバー
のQOLについて、ご講演をいただきます。多くの皆様のご参加をお待ちしています。



日本青年館 8階
「ルーム・ブルー」


